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曲線 C:′2+3ノ 2=4と ,その上の点P(1,1)を考える。実数物に対して,Pを通る傾き"の
直線をι
"と
し,2"

とCと の交点で,Pと異なるものをQ籠 (′",み認)と
おく。ただし,0"が Cと接する場合には,Q"=Pと 決めること

にり「る。

曲線 Cの Pにおける接線の方程式を求めよ。

Q"の座標 (′",う ")を "を
用いて表せ。

″力`有理数のとき,α
",う "は

ともに有理数であることを示せ。

41 ´
",夕 "が

ともに有理数のとき,"は有理数であることを示せ。          (20′ 7 高た、→

〔)
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[三訂版オリジ・スタンΠI受 演習問題45]

点 Pは,Pから放物線ノ=″ 2に 2本の接線を引くことができ,それらの接点をABと するとき,∠APB=1を

ヒしながら動く。このような点 Pの軌跡を求めよ。 2ol3 *f Et
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[三訓版オリジ・スタンⅢ受演習問題46]

正の実数クに対して,座標平面上で次の放物線を考える。

α ノ=″ 2+平

が正の実数全体を動くとき,Cの通過する領域を図示せよ。               c2● ヴ お†だ
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受演習 F・B47]

平面の原点0を端点とし,″軸となす角がそれぞれ―α,α
(た
だし,0くαく

=)で

ある半直線をム,ら とする。

上に点P,ち 上に点Qを線分PQの長さが1となるようにとり,点 Rを,直線PQに対し原点0の反対側に

が正三角形になるようにとる。

線分PQが ″軸と直交するとき,点 Rの座標を求めよ。

2点 RQが 線分 PQの長さを1に保つたままLl,L2上を動くとき,点 Rの軌跡はある楕円の一部であることを

示せ。
12●3 車煮ι業入

OQ=や

o(Υぃ ∝′

で`あり

L[

■ヽ3ゝ

卜 ●:k〆 )

lap(t曰1)
__卜 ′02‐   、3ド ●

ハ0マα τ゙  ― ■ ヴ

|=ゞギ ー2ヽS CO,2X ~①

t,1鼈 ttマ 沢リ

0(卜 ぃ ズ ′卜sに´ )

2(sむ(→′s弘
`―

)〉 撃

`螂
′―いみα)

葎今ヨa^中∴、
“
tス

M (」
:書
EL rぺ、〆′ 

~゙' sf●〆
)

藤 =_房 +あ
‐
(―
S‐∝′SJば)+(卜い ス′卜sr・″)

=(●―⇒いメ′(卜やS)Sfh〆)

■・あ,

爵 ⊥藤 ′1轟 |‐ |

ボこ導 ((,+⇒ゴk“

よ,て . R(X′ Y) おヽCト

。ぼ=冴1ャ腋

よ

ヽ
―

′
′

Ｆ〓２　　鏡

卜

　

⇒

肝

い

Ea: | &,

rs** - {
sl\l + o {'}

\- --!-'- zsl"C

=´
し゛

ORし CヽOSX+

二  0取
2"l・●

より

R

‐(平 osズ ,手ゴlχ)
+(1早
いtり ,M《 ′

=●

‐
|〉
c"ィ
)

=(t→ 1009又+風レ〆),ギ (,ほ _rc・7'

＋淑一黎

′

′

―

―

、

こ
Ｔ

¨

　

一

　

　

く

はヽ
降
　
疏

一ヽｔ　　い一≧　　鰈

一
　

　

一
´

一
　

Ｘ

　

Ｙ

，

１

‥

′

ヽ

１

１

ト

Ｆ

一２
　
一

一
一



lilli項11:[|

しネごくと

1奪
[』 :|:::

でふり.         ′でふり.

'A‐
■x2のsは _普)

=0,徹―き)

ら=芸 2ヽ_にか
=鰯 (“―卓κ)

°ぐ

“

(1= ●リ

ー
=く
“
―告̀。 ′ ぎ・ぐィーJヽく―F

れて A≠。,B≠ ο

0(ぺ 入して

1=十併+づ++鱗専ル告(ギ_働∽,数
4=浄斧『

+f―≠+f―警ォ+ザず
(鸞
―警 オヽ・(÷十二等りYこ‐4

ザ
X｀ 十
ザ V｀ =|

●・ て   R(x,Y) 〔す

ザ
ザ +響 くtl

■)台たす.

ず

,●
′リ

ン●

、1、 R´ 鰤 呼鷲na―奇

よソ

t“′多.
ロ



実数αは0くαく1を満たすとする。″ノ平面上に原点0を中心とする半径 cosα の円五と,点 F(sin 
α,9があ

る。4の周上に点Pを とり,Pで スに内接しFを通る円をBとする。Pが■の周上を動くとき,Bの中心の軌跡を

とする。

Cを ″,夕 の方猷 で表せ。       .

Cの極方程式を求めよ。

Pが スの周上を,点 Qは C上を動くときのPQの最大値を/1α)と する。αが0<α <1の 範囲で動くとき,

/1α)のとりうる値の範囲を求めよ。             し"2料た嗅日立た)

[三訂版オリジ・スタンⅢ受演習問題48]
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受演習問題49]

α(a>0)を定数として,極方程式′=a(1+COSθ )により表される

曲線 Caを考える。

1極座標が
鰺 →
の点を中心とし半径が

=で

ある円Sを 極方程

式で表せ。

点0と曲線Q上の点P(Pキ 0)と を結ぶ直線力`円Sと交わる点を

Qとするとき,線分 PQの長さは一定であることを示せ。

点Pが曲線 C′ 上を動くとき,極座標が(2´ ,Olの点とPと の距離

の最大値を求めよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受演習問題50]

座標平面において楕円E:=笙 +ノ2=1を考える。ただし,α は >́0を満たす定数とする。楕円E上の点Ac l)

を中心とする円Cが,次の2つの条件を満たしているとする。

(D楕円Eは円Cと その内部に含まれ Eと Cは 2点 RQで 接する。

① △APQは直 角形である。

このとき,α の値を求めよ。                            ed5 輔 田大)
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受演習問題51]

″を0でない複榛激ι名 夕を″+号 =″ +ジ を満たす実数とする。

実数 Rは R>1を満たす定数とする。″が絶対値 Rの複素数全体を動くとき,〃 平面上の点 (″,ノ)の軌跡を求

めよ。

実数αは0くα<号 を満たす定数とする。″が偏角αの複素数全体を動くとき,〃 平面上の点 (″,ノ)の軌跡を

求めよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅡI受 演習問題52]

″ノ 空間の2点 A(0,0,2),P(a,ι ,0)を通る直線を2とする。また,点 (2,0,0)を中心とし,半径が,2で

ある球面をSで表し,Sの うち2座標が2>0を満たす部分をTとする。

2上に点Qがある。実数 rを AQ=′APで定めるとき,点 Qの座標をα,ら,′ を使って表せ。

2が Sと相異なる2点で交わるような実数α,う に関する条件を求め,α夕平面上に図示せよ。

ιがTと相異なる2点で交わるような実数ク,う に関する条件を求め,αら平面上に図示せよρ ← l・l滲亀た
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